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　　　　　RI廃棄物に含まれるHBs抗原の処理に関
する実験的研究　第皿報
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〔目的〕HBs抗原陽性患者のRI検査に使用した注

射筒，針，その他RI検査物の廃棄物は集荷が拒否さ

れている。前回我々は，これらの使用器材に附着した

HBs抗原を，化学物質により不活化しようと試み，

その結果，液体洗浄剤のクリーン99Lには不活効果

がないこと，10000ppm次亜塩素酸ナトリウム液及

び2．5％グルタールアルデヒド液が，附着HBs抗原

を著明に失活させることを報告した。

　今回我々は，HBs抗原陽性の原血清に対しては効

果を示さなかった殺ウィルス剤のパコマ水溶液及び高

性能抗菌剤のイルガ酸DP－300，ヒビテンアルコー

ル液について，同様の検索を行い，治験を得たので報

告する。

〔方法」注射筒内にlm1のHBs抗原陽性血液をひき，

5分放置後内容物を別容器に移し，その後筒内を同量

の生理食塩水および各種消毒剤で洗う。洗液の0．2ml

をとりRadioimmunoassay（Dainabott社：オースリア

皿キット使用）にてHBs抗原を検出する。

〔結果〕ヒビテンアルコール液は，原血清に対する効

果と同様に全く，不活効果を示さなかった。一方，イ

ルガ酸DP－300の0．5％アルコール（75％消アル）液

は，1分作用させた後，抗原性は最初の5％以下に減

弱し，原血清に対する効果と異なり，次亜塩素酸ナト

リウム液についで有効であった。パコマ水溶液につい

ては検討中である。
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　1969年、Smi・thらがラジオイムノアッセイによる血

中ジギタリス濃度の測定に成功したことにより、腎機

能障害および肝障害時におけるジギタリス代謝など・

血中ジギタリス濃度に影響をおよぼす種々の因子の解

明がなされつつあり、ジギタリス剤投与法の再検討が

なされてきている。しかし、3Hを用いた測定法は・測

定操作・装置の面で難点があり・より操作が容易で・

かつ・多く用いられているウエル型カウンターでカウ

ントできる方法が望まれていた。一方・臨床面におい

ては、ジギタリス療法においてジギタリス中毒を防ぎ

つっアンダージギタリゼーシ．ンにも酩いらないとい

うことが望ましいことであるが、中毒時の血中濃度に

は、かなりのばらつきがみられ、ジギタリスの作用の

個人差を把握しておく必要があると思われる。最近・

アポット社よりt251を用いたMgoxin’2511rrvsay　kit

が作られ、我々もこのキットによる血中ジゴキシン濃

度測定の検討を行い、かつ・血中ジゴキシン濃度変化

の心機能におよぼす影響を検討したので・今回その成

績を報告する。

　本キットにおける標準曲線は・O・　Ong／nfから2・Ong・flte

の範囲では急俊な線を描くが・2．O　ngirmeから4．O　ng／me

の高濃度域ではややゆるやかな傾斜を示した。1251ジ

ゴキシン添加後の反応時間の変化による結合率は・各

ジゴキシン濃度において60分まで徐々に高くなり、60

分以後平行に達した。反応温度の変化では、37℃にお

いて標準曲線が全般的にややゆるやかな傾斜をとり・

25℃において最も良好な標準曲線を描き・4℃におい

ては全体的に低い結合率でゆるやかな勾配を示した。

測定精度は、同一試料の多重測定での変動係数が9．5

％、回収率が平均105．9％、ロット番号の異なるキット

間の相関係数が0．941となり臨床応用可能な精度を有

した。結合ジゴキシンと遊離ジゴキシンの分離には・

18％ボリエチレングリコール（REG．）を用いているが

P．E．G．と反応系との接触時間の影響は20分までみられ

なかつた。また、P．E．G．の添加量は・一試験骨あたり

2、O　meが適量と考えられた。

　っぎに、血中ジゴキシン濃度測定の臨床応用として

ジゴキシン投与患者において血中ジゴキシン濃度の時

間的消長を測定し・心機図および色素稀釈法より得た

各種心機能指標との関係を検討した。ジゴキシン経口

維持投与患者の血中ジゴキシン濃度は・投与量に比例

し・0．］25ng投与群では時間的消長が小さく0．5　n〆he

から1．O　ng／ineの間に分布していた。
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